
 

 

《本日の例会》 
 
 
 
 
 
 
 

進 行 田中 克 ＳＡＡチーフ 

点 鐘 午後 12 時 30 分 岡崎正六 会長 

ソング 奉仕の理想 4 つのテスト 斉唱 

童 謡 たなばたさま 斉唱 

 
〔会長挨拶〕      岡崎正六 会長 

 
 
皆様今晩は。今年度お陰様で一ヶ月が過ぎようと

しています。皆様の御協力感謝いたします。お客

様に中村茜さん（交換学生）と、商工会議所青年

部会長小林秀行様をお迎えしております。後ほど，

卓話を御願い致します。 
点鐘後新入会員、坂本優蔵さん、横尾 巧さん

の歓迎会をいたします。ぜひ、親睦を深めてく
ださい。委員会報告については、会報にてお知ら

せいたします。夏本番です。健康には充分気を
つけてお過ごし下さい。 

 

〔幹事報告〕   矢島淳一 幹事 

 
 
皆様こんにちは。幹事報告を申し上げます。 

先日、７月１９日６時３０分深谷グリーンパレス

東鳳閣にてＲＩ第 2570 地区、会長 幹事会が開か

れました。各クラブの年度計画書を頂いて参りま

したが次回第一例会に回覧させていただきます。 
特に、本日は他に報告事項はございませんが一つ

だけお願いがあります。先週申し上げたとおり、

８月２日の第一例会には秩父ＲＣの山根益男ガバ

ナー補佐がお見えになります。 
本日出席の皆様はほとんど出席と思いますが、改

めて多くの皆様の出席をお願い申し上げます。あ

りがとうございました。 
この後、夜間例会をお楽しみ下さい。 

 

〔例会プログラム説明〕澁澤健司 委員長      
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本庄商工会議所青年部会長小林秀行さん及びメン

バーの方々より会の紹介と現在募集しております

本庄ＰＲレディについてのご案内をして頂きます。 
 

〔本庄商工会議所青年部 本庄ＰＲレディ

ー説明〕  青年部小林会長ほかメンバー 

 
 
小林会長より本庄商工会議所青年部の会の紹介

があり、続いてメンバーの方々から本庄ＰＲレデ

ィ募集についての説明がなされる。 
 
入賞人数･･･PR ﾚﾃﾞｨ 5 名 
賞  金･･･各 5 万円 
応募資格･･･本庄市近郊の万 18 歳以上の本庄が大 

好きな女性 
応募締め切り･･･平成 19 年 8 月 20 日必着 
 
 

 
 
告知ポスターです。宜しくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
〔交換留学生帰国報告〕巴カンセラー  

 
 
中村茜さんがブラジルでの１年間の留学生活をお

くり無事帰国致しました。 
カンセラーとしての大任も果たすことができま

した。 
本日は中村さんには帰国報告の後、現地で覚え

たサンバも披露頂けるとのことです。 
 

〔交換留学生帰国報告〕 中村 茜さん  

 
 
1,簡単な自己紹介 
 こんばんは、本庄ロータリークラブの皆さんの

スポンサーの下ブラジルに１年間留学しました。 
 本庄高等学校３年の中村茜です。 
 この度は皆さんのお陰で貴重な体験が出来まし

たので早速紹介させて頂きたいと思います。 
 
2.地域の紹介 
 まず私の住んでいたベロオリゾンチという都市

はブラジルの南東部ミナスジェライス州の州都で

有り人口230万人の大都市になります。標高約800 
m の高原に建設された都市なので至るところに急

な坂道が有り自転車を使う人は滅多に見かけませ

ん。そして高地に位置しているため、いつも昼間

は30度以上まで上がるのですが7、8月の冬の時期

は夜になると15度以下まで下がってしまうのです。

日本と違い湿気が少ないため夜15度以下まで下が

ってしまうと日本の冬のように寒いと感じました。 
そしてミナスジェライス州（特に北部）は鉄鉱石

や宝石等を産出していることでも知られており日

本にも多くの宝石が輸入されています。私が今日

持ってきたこの石はＡＧＡＴＡと言いこれも北部

で大量に取れるものでとても安いのですがこの通



り本当に綺麗な石です。半分に切り表面を磨くと

このようになるそうです。 
またベロリゾンチは都会なのでスラム街（ポルト

ガル語ではファベラ）も多く存在しました。 
 
3,体験したこと 
私は3軒のホストファミリーにお世話になりました。

1軒目は両親と子供2人姉妹（18歳と16歳）の家族

構成で学校まで徒歩5分も掛からないことや私がポ

ルトガル語を全く理解出来ずに居ても辞書を頻繁

に引いて貰えたりと特にホストマザーが親身にな

って助けてくれました。 
学校も1校目の私立高校に入り最初は友達が出来な

い等、生徒たちはとても冷たいのだろう、厳しい

ものだと考えていたのですが初日から皆積極的に

話しかけてくれ家族と同様言っていることが解ら

ないと（始めは何もかも解らなかったのですが）

会話帳や辞書を貸してといわれその場ですぐ言い

たいことをはっきり示してくれたので意外な気持

ちと共に本当に嬉しかったです。 
10月にはロータリーの旅行でブラジルの西部に位

置するマットグロッソ・ド・スル州のパンタナー

ルという大湿原に行ってきました。バスで片道２

日掛けて行ったので10日間でも実際は6日間現地に

居たことになります。ブラジルの自然を見てまわ

り珍しい鳥や動物も見ることが出来ました、が私

はそこで他の40人程の留学生とほとんど話が出来

ませんでした。何故なら皆ポルトガル語を話せた

としても公用語は英語であり皆英語を当たり前の

ように話している中自分は小さくなってしまって

いたからです。ですがその旅行のお陰でやはり英

語は世界の共通語なのだと実感することが出来ま

した。 
その後3ヶ月も経つ11月になると自分でも解るほど

会話（簡単なもの）が出来るようになり、学校も

とても楽しくなってきましたが12月の始めのうち

に2月の始めまでの長い夏休みに入ってしまいまし

た。それと同時に第2ホストファミリーに移りまし

た。第2ホストファミリーは両親と子供２人兄弟

（19歳の兄と18歳の妹）そして下の妹はアメリカ

に留学中ということでした。ホストファザーは週

に2日程家に帰る程度でホストブラザーも毎日仕事

と大学のために家に居ない時間が多かったのでホ

ストマザーと過ごす時間が多かったです。そして

そこで転校について少し迷いました。10月にブラ

ジルのホストクラブのカウンセラーからベチンへ

の引越しを進められ（ベチンはベロリゾンチから1
時間離れた田舎町）私はベチンロータリークラブ

の皆さんと頻繁に交流が出来ると思い今まで楽し

く通っていた学校とその友達に別れを告げベチン

へ移ることを決めました。ですがその夏休み中に

カウンセラーからベチンへ移ることは出来ないと

連絡が有り、学校も今までの私立高校に通うよう

言われました。そして私はそれは絶対に出来ない

と思いました。何故なら大好きだったその学校と

友達に別れをキッパリ告げてまた戻るということ

は私のプライドが許さなかったからです。結局最

後まで駄々をこねたわけですが。 
そのような理由で私のカウンセラーは他の学校を

探すために苦労をしたようです。そして最終的に

ベロリゾンチの中心街に位置する公立高校に転校

することが決まりました。その際に周りの皆から

公立高校は危険な所が多く酷いと生徒が拳銃を持

って授業を受けると注意を受けましたが、その高

校はベロリゾンチ内で1番安全で有名な公立高校と

いうことで安心して移ることが出来ました。本庄

ロータリークラブの皆さんにも私のレポートを読

んで心配して頂いたようで本当にすみませんでし

た。 
その公立高校はすでに6，7人のロータリーの留学

生を受け入れていて、町を歩くときよりも全く日

本人として目立ちませんでした。留学生が常に居

ることがその学校の常識なので生徒の皆は留学生

さえ1人の生徒として見ていると感じました。その

ため初日は相手にされずとても不安になりました

が自分から話し掛けて行く内に皆が寄ってくるよ

うになり最終的に沢山の友人を作ることが出来ま

した。公立高校は学費が無料のためスラム街から

来ている生徒も数多く居ます。そしてやはり私立

高校に黒人系の人種がほとんど居ないのに対し公

立高校は半分の生徒がそうなのです。また喫煙者

が多い、校内でチョコレート等のお菓子を自作で

売る生徒が居る等私立高校とは全く違った風景を

見ることが出来ました。授業内容も2校を比べると

全く違い私立高校には英語とスペイン語の授業が

有るのに対し公立はスペイン語の授業は無く英語

の授業は2年生のみ、授業時間も私立は1日6時間有

るのに対し公立は5時間ということです。これは大

学を受験する際におおいに関わることだと思い、

公立高校にしか通えない生徒も大勢居る訳で貧富

の差と不平等の現実を目の当たりにすることが出

来ました。 
そして4月になり第3ホストファミリーに移りまし

た。そこはベロリゾンチの中心街に近い、学校ま

でも徒歩で20分のとても良い環境でした。家族構

成は家の主人が68歳のおばあさん、そのおばあさ

んの娘と孫娘が一緒に暮らしているという珍しい

構成でした。そして会話もスムーズに行えるよう

になったせいも有り、第3ホストファミリーやその

親戚と楽しく過ごすことが出来ました。家のおば

あさんともブラジルの有名な都市リオデジャネイ

ロに旅行に行くことが出来ました。 
そのおばあさんは私が遊びに行くとなると必ず場

所を調べ危険だと判断すれば行かせてくれること

は有りませんでした。公立高校の友人と関係を持

っていたために反対されることが多く2人で衝突す

ることも有りました。 
また中心街まで徒歩で２０分の距離だったので良

く1人で歩き回っていました。出歩く度に道に迷っ

ていましたがその度に周りに居る人に道を聞いて

いました。中心街は東京で言う原宿のような場所

で様々なものが有り、売っています。そして道端

でお金をねだる人や明らかにスラム街に住んでい



る人等、此処でも貧富の差を目の当たりにするこ

とが多々有りました。 
そして最後の旅行は6月の最後、5日間ミナスジェ

ライス州の隣のゴイアス州のカルダスノーヴァス

というブラジルの温泉観光地に行ってきました。4
年前日本の2570地区に留学していたビアンカさん

とその家族に誘って頂き、そして全ての料金を払

って頂きました。温泉と言っても見た目はプール

そのもので皆水着を着て入ります。まさかブラジ

ルで温泉に入れるとは思っていませんでした。そ

してこの旅行はビアンカさんの家族のお陰でとて

も楽しい思い出にすることが出来ました。 
 
4,伝えた日本文化と学んだブラジル文化（お気に

入り） 
折り紙はブラジル人の注目を集める手段としてと

ても役に立ちました。 
教えてあげると意外なほど皆熱心に覚えていまし

た。 
そして日本料理は私はにくじゃが、カレー、煮豆

等を作り、皆に喜んで貰えました。いなり寿司も

作りましたがブラジル人は日本人は魚しか食べな

い＝寿司しか食べないと思われる方も居たのであ

えて肉を使いました。日本の米も初めて食べる方

が多かったのですが皆に好まれました。 
私は学んだブラジル文化の中でもお気に入りはや

はり音楽、ダンスです。 
それでも私が一番ブラジルで好きだと感じたもの

は人そのものです。全人種が交じり合い日本のよ

うに外国人に対する抵抗感が無く皆楽観的で親切

なブラジルの人々は辛いことが多く有るだろうに

も関わらず明るく笑顔で居る人が多く、とても魅

力的に感じました。 
 
5,留学して良かったことは 
 ブラジル人は日本を高評価するため（勉強、仕

事、ブランド、、）日本は特別な国だと感じると

共に私自身が日本人だということに自信と誇りを

持てた、 
だからこそ日本人として日本を詳しく知ろうと思

いました。 
 そしてブラジルで沢山の大切な友人が出来たこ

と、それが一番です。 
 
6,留学経験を生かしたい気持ち 
 先日上里町役場に行き、小学校か中学校に居る

ブラジルから来られた生徒さんに日本語を教える

ボランティアが有るかどうか今は受験なので難し

いですが、是非話を聞きたいと尋ねたところ学校

教育課の方とお話が出来、して貰えればとても助

かるということでした。今は少子化のため生徒数

は減っているものの外国人生徒は毎年増えていて

上里で1番生徒数が多い上里東小学校では40人以上

もの外国人生徒が勉強しています。そしてその半

数以上がブラジルの子供たちでその内の15人程度

は日本語が上手く話せない、そのために午前中は

通訳の方が付いているようなのですが私からすれ

ば1人では足らないだろうと正直思います。 

9月から授業、受験勉強と忙しくなりますが私はそ

れとは別に早速学校にお邪魔し様子を見ると共に

先生方ともお話をさせて頂こうと考えています。 
また日本の方にも私の留学経験を交えブラジルの

文化を積極的に伝えていくつもりです。そして少

しでも多くの方がブラジルに興味を持って貰えれ

ば私としてこれ程嬉しいことはありません。 
 
最後に会長を始め巴カウンセラー、本庄ロータリ

ークラブの皆さん、このような貴重な経験が出来

たのは皆さんのお陰です。本当にありがとうござ

いました。 
そして、これからも宜しくお願い致します。 
 
中村 茜 
 
 
〔乾 杯〕   渋谷修身 パスト会長  

 
 
新入会おめでとう御座います。そして中村さん

無事帰国併せておめでとう御座います。 
 
〔卓 話〕    坂本優蔵 会員 

 
 

今井の工業団地にあるＵＳエンジニアリン

（株）を営んでおります。神川出身です。 
創業者で、若いときからの事業の結果と妻の支え

があり今日があります。 
現在は、孫もいる二人の息子もおり、中国と日

本でそれぞれの会社の後継者となって欲しいと願

っております。 
 



〔卓 話〕    横尾 巧 会員

 
 
新潟県新井市の豪農を祖とし、大正１２年に縁

あって本庄の地で商売を始めました。 
創業９４年となり四代目の社長となります。民間

の仕事が殆どであります建設業です。 
今年になり賃貸物件紹介の全国組織エイブルに加

入をしたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔ニコニコＢＯＸ〕坂本雄一 委員長 
 
飯塚明男会員 
「横尾巧さん入会おめでとうございます。」 

 
温井一英会員 

「佐藤さん夫婦と茂木さんの奥さんと自分ら夫

婦 5 人でナターリアを成田空港まで送って来ま

した。帰口の連絡が来たのでほっとしていま

す。」 
 
中村茜さん帰国報告よろしくお願いします。 
岡崎正六 矢島淳一 渋谷修身 澁澤健司 
野村正行 梅村孝雄 岡芹正美 巴高 志 
下山正男 竹並栄一郎 萩原達夫 飯塚明男 

 
小林秀行商工会議所青年部会長お忙しい中ご苦労

様です。 
 岡崎正六 矢島淳一 武井包光 坂本雄一 
 坂本優蔵 田中 克 中島高夫 狩野輝昭 
 橋本恒男 五十嵐敦子 
 
本日投入金額合計 24､000 円 
 
 
 

〔次回プログラム〕  澁澤健司 委員長 
 
8 月 2 日(木) 第一例会 
① 交換留学生出発前挨拶 折原 愛美さん 
② 卓話 坂本優蔵会員 横尾 巧会員 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
広聴広報委員会  小此木利明・山田喜一・金子 章 
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